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みやぎＮＰＯ夢ファンド（Ｃ）スタートアップ支援プログラム 

平成２２年度助成事業 最終報告書 

 

 23 年 3 月 29 日 

 

団体名  特定非営利活動法人オープンハート・あったか  

事業名  「感性を豊かにする あったかプロジェクト」立ち上げるぞー！ 

助成金を使って行った事業について、ご記入ください。 

（事業の様子の写真や、関連資料などありましたら、あわせてお送りください） 

 

4 月 講師への依頼 
 
5 月 チラシ作成・印刷 500 部 
   チラシ配布 
   マスコミへの告知 
   岩出山地区館だよりに記事掲載いただく 
   講師との打ち合わせのためのアポイント 
   会員へ周知 
   画材の注文 
 
6 月 講師との打ち合わせをおこなう 
   先進地についての情報収集をおこなう 
   営業活動（チラシを岩出山まちの施設など 7 か所を訪問し説明） 
   参加者 18 名へ受講受付と講座内容を送付（法人スタッフ 2 名含む） 
   8 日第 1 回講座実施 振り返りをまとめる 
   22 日第 2 回講座実施 振り返りをまとめる 
   ボランティアについて講師依頼 
 
7 月 6 日第 3 回講座実施 振り返りをまとめる 
   作品の写真撮影 
   13 日第 4 回講座実施 振り返りをまとめる 
   修了証書の作成 
   27 日第 5 回講座実施 ボランティアについて基礎講座の実施 修了証書を渡す 

振り返りをまとめる 
    
9 月 臨床美術体験会へのサポーターとして参加要請のために連絡をおこなった 
26 日 臨床美術体験会（2 回開催）に体験者 45 名に 5 名のサポーターが活躍した 
 

1 月 20 日 
先進地の視察を行った 

場所：芸術造形研究所 

〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 2-1 OCC ビル 7F  

TEL03-5282-0209 / FAX 03-5282-7307  
 

 

(C)（最終） 
受付番号 
（事務局記入）        

書式４ 
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助成金を使って行った事業について、ご記入ください。（続き） 
 
■講座の様子 

 
 
 
■ 講座での成果と講座修了式 

 
 
 
■先進地の東京視察から 
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今回の事業によって、団体の活動や地域社会にどのような成果・効果がありましたか。 

 

これまでＮＰＯ法人オープンハート・あったかは、地域のなかでも展開はしてき

ましたが、大崎市感覚ミュージアムを運営するための団体と思われておりました。 

今回「臨床美術サポーター養成講座」の参加者の募集に 地域住民への告知として地

域づくり委員会の広報紙並びに河北新報社の新聞に掲載したことが、地域の関心を高

めることにつながりました。そして法人のミッションである「感性福祉を醸成する」

事業のもう 1 つの柱として活動しはじめることができました。 
 今回の取り組みにより法人役員の役割としての認識が深まったこと、2 名の新卒ス

タッフの雇用へむけた動きに繋がりました。 
 地域社会からは、「臨床美術」への関心が示され、サポーターの参加者からは、や

っとこの県北で開催してくれたとの声が３，４人あり、待たれていたことが伺えます。 

  

今回の助成事業を行って見えてきた課題は何ですか。 

      また、その課題解決に向けて必要なものは何ですか。 

 

 この事業の継続には、臨床美術士 4 級または 3 級取得者がいると展開しやすくなるこ

とから、大崎市からの緊急雇用者 2 名に次年度 4 級を取得させ、法人の事業に活かして

いくことが必要です。次年度の雇用の条件を整えるためには、大崎市の保健福祉施策へ

の提言などをおこなうこと、大崎市保健推進委員への受講機会を提供しその必要性や可

能性を示していくことが求められています。 

 今回受講してくださったサポーターへの働きかけや連絡を密にし、法人事業や感覚ミ

ュージアムの企画をお知らせするなどして、繋がりを切らないようにしていくことが必

要です。今後は、会員になっていただくように働きかけたいと思います。 

 

今回の事業を、今後どのように展開していきますか。 

     また、その際に必要なものは何ですか。 

 

サポーター養成講座は継続することで裾野を広げることができます。次年度からは、

法人事業として位置づけ、予算化します。 

サポーターには、ＮＰＯ法人日本臨床美術協会から「サポーター」認定書を発行いた

だけるように働きかけ、認識を持ってボランティア活動ができるようにしてまいります。 

 今後は、感覚ミュージアムの施設も活かし、関連した企画としてお客様や地域の方へ

のサービスを提供できるよう実施してまいります。 
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助成金の使途内訳（具体的に記入してください） 

 

収入の部    

項目 予算（円） 決算（円） 備考 

みやぎＮＰＯ夢ファンド助成金 ２００，０００ ２００，０００  

講座参加費 ３７，５００ ４０，０００ 500円×16人×5回 

自己資金 １２，５００ １６，９１６ 法人より 

    

    

    

    

合計 ２５０，０００ ２５６，９１６  

 
支出の部    

項目 予算（円） 決算（円） 備考 

講師謝金 １３５，０００ １３６，１９７ 
講師 27000 円×5回 

ボランティアコーディネーター1回 

交通費 １５，０００ １５，０００ 講師1名×5回 

旅費 ３０，０００ ４２，５５０ 
東京往復×2人・駐車料

金 

広報宣伝費 ５，０００ ５，６００ 印刷費、ハガキ代  

材料費 ５５，０００ ５６，５８９ 
パステル・和紙・スケッ

チブック×16人分 

事務諸経費 １０，０００ ９８０ 通信費、文具費 

    

    

     

    

    

    

    

合計 ２５０，０００ ２５６，９１６  

 

 

 

 

寄付をいただいた方へのメッセージをどうぞ 

おかげさまで、「心豊かなくらしを実現するために感性福祉を醸成させる」ため、

具体的な法人の事業として本格的に立ち上げることができそうです。これをきっかけに

事業の継続と地域のみなさまへのサービスに努めてまいります。この紙面をお借りして

感謝申し上げます。 


